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　連合福井に加盟する各組合の労働災害防止と安全意識の向上に向けて、7月1日から7日まで
の全国安全週間の期間中となる7月2日（火）ユニオンプラザ福井において連合福井第14回安
全衛生大会を開催しました。
　大会は、連合福井安全・福祉委員会と労働局へ派遣している連合福井の安全衛生専門委員
とが、参加していただく全ての業種の組合役員の方々が身近に感じていただけるよう、「労働
災害の福井県内の発生状況とその傾向」「安全靴の機能紹介」の2講演を企画し、また、安全
靴の機能紹介の中では「安全靴の耐滑性体感試験」といった体験を取り入れるものとしました。
　大会には17産別から74名の組合役員が参加。連合福井を代表して挨拶に立った横山会長は、「労働災害で亡くなられた家
族の方から相談を受けたことに触れ、労働災害がひとたび発生すれば家族への影響も計り知れず、私たちの職場から
は絶対に労働災害を出さないという強い気持ちを持つきっかけとなる大会にしてほしい」と呼びかけました。

　県内の全産業における休業4日以上の死傷者数が1,000件台になったこと
は17年ぶりであり、死亡者数も前年から倍増している。本年も半年が経ちす
でに9名の方が亡くなっており緊急事態となっていると危機感をもって述べら
れ、労働災害が発生した時の苦しく悲しい状況を自身の経験を交え語ってい
ただきました。また、古くからよく言われている「安全第一」の起源に触れ
「安全第一、品質第二、生産第三」というもので、労働安全に取り組めば事
故が減り品質や生産性が向上するということだが、今は工期などにより安
全・品質・生産の順序が変わってしまうため安全が第一にならないことがあ
る。しかし、現在の「安全」は第一ではなく序列をつけられない最も重要な取
り組みであるとの認識が広がっていると紹介していただきました。あわせて、
「脚立からの落下」についての労働災害事例の紹介も受けました。

　型別死傷者数の推
移から転倒災害が増
加している理由につ
いて、転倒の体感的
要因、物理的要因と

傾向について事例を交えて説明をいただき、
転倒防止のための靴の機能を紹介していた
だきました。また、様々なお店で安全靴を購
入する場合のポイントとして、スニーカータイ
プの安全靴を含めた日本保安用品協会が認
定するJSAA規格のものだとおっしゃっていま
した。

ご安全に！～第14回安全衛生大会
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「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」の推進
非正規雇用労働者、外国人労働者、派遣労働者なども含めた
すべての労働者に対する安全衛生教育の徹底・内容の充実
年間を通じた安全衛生管理活動計画の策定、実行、評価
及び改善の実施

新たな時代にＰＤＣＡ
みんなで築こう　ゼロ災職場
 本 週 間 2019年7月1日～7月7日
 （準備期間 2019年6月1日～6月30日）
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転倒災害を防ぐ安全靴転倒災害を防ぐ安全靴

耐滑性体感試験をする参加者耐滑性体感試験をする参加者

福井労働局
労働基準部健康安全課

脇本 泰守 産業安全専門官

ミドリ安全株式会社
フットウェア統括部

川澄 真一 営業部長

　最後に耐滑性のある靴とない靴を左右に履いて安全靴の耐滑性の体感試験を行いその差
を体感することができました。参加された方々は、講師に安全靴の説明を再度受けるなど展示
されている安全靴にも触れパンフレットを持ち帰られる方もいました。
 
組合員の命と家族を守る労働災害防止活動は労働組合として重要な取り組みです。決められた
ルールを守り・守らせ私たちの職場からは労働災害を絶対に出さない「労災ゼロ」に向かって
活動を強化しましょう！ご安全に！

平成元年度　全国安全週間スローガン 福井労働局重点目標

第１講演 第2講演

講師

講師

労災ゼロを訴える横山会長



2019・最低賃金学習会を開催

幅が広く190㎝の高さに組まれた足場

熱心に受講する参加者

最賃の現状等が書かれたチラシ配布
と街頭演説で引き上げの必要性を
訴えました！

質疑応答

講師を務めた
連合本部の新沼氏
（中央最低賃金審議会
　労働側委員）

連合福井最賃対策委員会
小林委員長から閉会挨拶

連合福井  矢野事務局長
から主旨含めた挨拶

講評する横山会長 商品陳列までの間保管されるバックヤード 脚立作業の際にはヘルメットを着用

最低賃金の審議がスタートする時期に併せた
街頭行動を実施！
最低賃金の審議がスタートする時期に併せた
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安全週間期間中の取り組みとしての3者による合同安全パトロールを行い、労働災害が多発している建設業と小売業を
巡視しました。本パトロールで出された課題は安全衛生委員会で対策を検討していくなど、引き続き職場での活動に活
かされていくとのことでした。労働災害防止活動は、時にマンネリ化することもありますが、日頃から地道な活動を続
け積み重ねることが重要です。事故が起こる前にしっかりと対策を講じましょう。 

　６月27日（木）15時30分より、福井市アオッサにて、連合福井最賃対策委員会の8名と
産別からの希望者８名、連合福井事務局６名の22名の参加により開催しました。
例年、春闘期に併せて最低賃金学習会を開催してきましたが、今年は第19回統一地方
選挙の取り組みも相まって、６月の開催となりました。
　最低賃金学習会は、福井地方最低賃金審議会の労働者側委員としての知識の習得、
情報共有、そして審議に向けての諸準備など、審議会対応力の強化を第一の目的に開
催しています。
今年は、連合福井が推薦する福井地方最低賃金審議会の労働側委員が５名中３名、特
定（産業別）最低賃金審議会の労働側委員では12名中４名が交代する状況となってい
るため、連合本部より中央最低賃金審議会の労働側委員である新沼かつら氏を招き、
最低賃金の基礎知識から現状の課題まで丁寧に説
明していただきました。
　初めて参加したメンバーからも「非常に分かりや
すく、最低賃金の必要性や特定最低賃金の課題も
理解できた。」との声が聞かれました。
　そして、学習会終了後、JR福井駅西口にて、最低
賃金の改正審議に向けて最低賃金を上げなければ
ならいという社会的ムード醸成と世論喚起を促すた
めに、街宣活動を実施しました。

合同安全パトロール

午前中は越前市にある
北陸新幹線南越駅高架橋他の建設現場を巡視

午後からは小売業で坂井市にある
ＰＬＡＮＴ2を巡視

　６月27日（木）17時45分より約1時間。梅雨空で時折小雨が降る中、連合福井最賃対策

委員をはじめとする役員、そして、福井県議会議員の北川博規氏と渡辺大輔氏、福井市

議会議員の中村綾菜氏が参加して、いよいよ7月から始まる最低賃金の改定審議を目前

に控え、市民・県民の皆さんに、最低賃金とはどういうものか？また、福井県最低賃金の

現状について理解してもらい、最低賃金の引き上げに向けた機運が高まることをめざし

て、JR福井駅前広場の一角をお借りし、街頭宣伝活動を実施しました。

特に、以前と比較した場合の近年の最低賃金の大幅な引き上げにおいて、全国平均額と福井県

最低賃金の差が広がっていく一方であることや、福井県の隣接県である石川県・岐阜県・滋賀県・

京都府に同じ北陸の富山県を加えた６府県

の中で、福井県は最も低い状況となってお

り、人手の流出の一因になりかねないこと

を踏まえ、中央最低賃金審議会が示す目安

額以上の最低賃金の引き上げの必要性を訴

えました。

福井労働局・福井県経営者協会・連合福井福井労働局・福井県経営者協会・連合福井



5月31日(金)18:00～
敦賀市白銀交差点周辺にて

池田　清美　氏　【講師プロフィール】

意見交換の様子

男女共同参画推進委員会
竹原委員長から本日のお礼

池田氏と男女共同参画推進委員会
メンバーで記念の1枚！

横山会長から主催者代表挨拶

参加者からの質疑

各地協で周知活動
各地協で周知活動

女性のための労働相談ホットライン

女性のための労働相談ホットライン

＼福井地協
／

＼福井地協
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＼丹南地協
／

＼丹南地協
／

　連合では、2004年より男女雇用機会均等法の公布月である６月を「男女平等月間」と定め、
2013年以降「男女平等」をテーマに全国一斉集中労働相談を実施しています。
　近年、働く女性を取り巻く環境は変化しており、2016年4月に女性活躍推進法、2017年１月に
は改正育児・介護休業法が施行されるなど、働く女性に関わる法制度の整備が進んでいます。
その一方で、職場内におけるセクハラ・パワハラ・マタハラなど「ハラスメント」に関する女性か
らの相談は依然として増加傾向にあります。（このハラスメントについても５月29日に、女性活
躍推進とハラスメント対策に関する法律が成立し、「パワハラ防止」が初めて義務化されるな
ど、禁止規定ではないものの、少なからず前進がはかられました。今後、国際的な動きも含め
て、さらに前進していくことを期待します。）
　また、女性相談者の約６割が非正規雇用労働者であり、2018年４月１日から本格的に適用対
象者が出てきた「無期転換ルール」に関連した雇止めなど非正
規労働者の雇用問題も高止まり傾向にあります。
　このような状況を踏まえた今回の全国一斉行動では、全国
47地方連合会および地域協議会が一斉に労働相談を実施する
ことで、より多くの方から相談を受けるとともに、現状や課題を
社会へ発信することを目的としています。連合福井管内におい
ても、５月31日～６月３日にかけて各地協単位での街頭行動を
展開しました。

「連合・6月男女平等月間」の取り組み

連合福井男女共同参画推進委員会・地協女性委員会　合同セミナー
『多様性を尊重する社会の実現に向けて』『多様性を尊重する社会の実現に向けて』

福井労働局雇用環境・均等室への
要請行動を実施
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　６月８日（土）13:00～、ユニオンプラザ福井3階大ホールにて、連合福井男

女共同参画推進委員会と各地協女性委員会の合同セミナーを開催しました。

男女共同参画推進に向けた委員会の取り組みと各地協女性委員会が実施し

ているステップアップセミナーのひとつとして合同開催したもので、146名が

参加しました。

　講師には池田清美氏をお招きし、「多様性を尊重する社会の実現に向け

て」をテーマに、多様性を前提としたすべての人が生きやすい社会に向けて

のメッセージを頂きました。改めて、一歩ずつでも良い社会を目指した活動の

大切さを認識したセミナーとなり

ました。参加していただいた皆さ

ま、ありがとうございました。

連合福井男女共同参画推進委員会では、6月男女平等月間

の取り組みとして6月26日（水）に福井労働局雇用環境・均等

室への要請行動および意見交換を実施しました。

東京都出身　東京大学法学部卒
2009年弁護士登録　自身のLGBTをカミングアウト。
その後、“職場の中のセクシュアル・マイノリティ”
“多様性を尊重する社会”と題した講演活動を続
けている。
父は生物学者でありフジTV“ホンマでっか!?TV”　
レギュラー回答者の池田清彦氏。

6月3日(月)17:45～　JR鯖江駅周辺にて6月1日(土)11:00～　福井市「エルパ」にて

竹原委員長(左)から
山本室長(右)へ要望書を提出

＼嶺南地協
／

＼嶺南地協
／



連合福井寄付講座

　要請項目に対する福井労働局の取り組み状況と今後に向けた方針の説明を受けた後の意見交換では、男女平等や女性活躍

の推進に向けては、制度の拡充とともに個人の意識や社会風土の変革が必要であること、特に、福井の県民性を考慮しながら

取り組みを進めることが重要であることを確認し合いました。

　労働局と連合福井は、より一層連携を深めながらそれぞれの分野で取り組みを推し進め、誰もが働きやすい職場環境作り

を目指します。

2019年度前期福井県立大学経済学部特別企画講座2019年度前期福井県立大学経済学部特別企画講座

第９回（６月12日）
「福井県の取り組み」
福井県交流文化部 定住交流課
武部課長

第10回（６月19日）
「知って得する“働く”情報セミナー」
福井労働局 　嶋田局長

第12回（７月３日）
「働く人のための
　労働福祉事業について」
福井県労働者福祉協議会　乙見氏

第11回（６月26日）
「メンタルヘルス対策の重要性
　～こころを支えるネットワーク事業とは～」
福井県労働者福祉協議会  斉藤事務局長(左)、城戸氏(右）

日程：2019年４月10日(水)～７月17日(水)　４限目(14：40～16：10）（全14回)

場所：福井県立大学永平寺キャンパス　共通講義楝Ｌ110教室

○今年度の要請内容
　①男性の育児休暇取得促進および仕事と不妊治療の両立に向けた制度の促進
　②パワーハラスメントやジェンダーハラスメント対策
　③女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の状況

「ケーススタディで学ぶ仕事の現場」～はたらく側から見た会社選びのために～


